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 総括 

 2017年3月期 第2四半期累計実績 

 2017年3月期 通期見通し 

 構造改革ステージ2 

主要施策の進捗/今後の取り組み 

本日の説明内容 
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総括 

【2017年3月期 第2四半期累計実績】 

 グローバル販売台数は過去最高の77万5千台 

CX-9/CX-4などの新型車や、アクセラ/アテンザなどの商品改良

モデルが台数 及び 収益に貢献 

 売上高は１兆5,463億円、営業利益は883億円、 

当期純利益は561億円 

【2017年3月期 通期見通し】 

 グローバル販売台数155万台は変更なし 

 通期の為替前提をUSドル104円、ユーロ116円に変更 

 業績予想を、売上高3兆1,500億円、営業利益1,500億円、 

当期純利益1,000億円に修正 

 年間配当35円は変更なし 
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2017年3月期 第2四半期累計実績 
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2017年3月期 グローバル販売台数 

第2四半期累計

2016年 2017年 対前年

(千台) 3月期 3月期 増/(減)

グローバル販売台数 台数 YOY(%)

日本 120 93 (27) (23)%

北米 233 224 (9) (4)%

欧州 124 134 10 8%

中国 109 133 24 22%

その他市場 178 191 13 7%

合計 764 775 11 1%

＜内訳＞

米国 164 160 (4) (2)%

オーストラリア 58 60 2 4%

ASEAN 46 54 8 18%
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第2四半期累計 販売台数 

日本 
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2016年3月期 2017年3月期 

 販売台数は、対前年23%減の 

9万3千台 

 シェアは対前年(1.2)ptsの4.0％。 

登録車シェアは対前年(2.0)pts減の

4.8％ 

 アクセラに続き、アテンザにも商品改良

モデル投入。販売は改善トレンド 

 デミオ、CX-3の商品改良モデルを投入

予定、主要モデルの商品力向上により、

下期での販売モメンタムの向上 

 ロードスターRFの年内の販売を予定 

アテンザ 
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 対前年4%減の22万4千台 

 米国:対前年2%減の16万台 

- Mazda3、Mazda6に商品改良 
モデルを投入、乗用車セグメントの 
販売強化 

- 6月より本格販売した新型CX-9は、 
ハイグレードの販売比率が向上する 
など好調な販売 

 メキシコ:対前年9%減の2万5千台 

- ペソ安対応などで販売環境悪化 
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第2四半期累計 販売台数 
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Mazda3 

第2四半期累計 販売台数 

 販売台数は、対前年8%増の 
13万4千台 

 CX-3及びMX-5の好調な販売が
台数増加に貢献 

 ロシアを除く欧州は、 
対前年12%増の12万3千台 

-ドイツ:対前年9%増の3万3千台 

-英国:対前年3%減の2万3千台 

 ロシアは、需要縮小とルーブル安に
より、対前年20％減の1万1千台 
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中国 
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 販売台数は、対前年22%増の 

13万3千台 

 小型車減税政策の効果継続もあり、

Mazda3が販売を牽引 

 6月より市場投入した新型CX-4は、 

販売が好調に推移 

 8月にはMazda6の商品改良モデル

を導入、好調な販売 

 CX-5の商品改良モデルが 

引き続き台数貢献 

(千台) 

2016年3月期 2017年3月期 

新型CX-4 

第2四半期累計 販売台数 
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その他市場 

46 54 
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 販売台数は、対前年7%増の 
19万1千台 

 オーストラリア:対前年4％増の 
6万台、シェア10％を達成 
-メーカー別販売で2位 
-CX-3、CX-5いずれもセグメント 
販売台数1位 

 ASEAN:対前年18％増の 
5万4千台 
-タイでは対前年14％増 
-ベトナムでは対前年77％増 

 その他市場:ニュージーランド、 
コロンビアなどで、過去最高の 
販売台数 

(千台) 

2016年3月期 2017年3月期 

その他 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 

ASEAN 

第2四半期累計 販売台数 

CX-3 
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2017年3月期 財務指標 

第2四半期累計

2016年 2017年 対前年

(億円) 3月期 3月期 増/(減)

金額 YOY(%)

売上高 17,005 15,463 (1,542) (9)%

営業利益 1,259 883 (376) (30)%

経常利益 1,211 826 (384) (32)%

税引前利益 1,163 762 (402) (35)%

当期純利益 883 561 (322) (36)%

7.4% 5.7% (1.7)pts

EPS (円) 147.7 93.8 (53.9)

為替レート (円)

USドル 122 105 (17)

ユーロ 135 118 (17)

売上高営業利益率

数値入力方法
を百万単位に

変更 



11  Mazda Motor Corporation   

1,259  
+ 5  

(648) 

+ 308  + 23  

(64) 

883  

0

500

1,000

1,500

2017年 
3月期 

 

2017年3月期 営業利益変動 

2017年3月期 第2四半期累計 対前年比較 

(億円) 

台数・構成 
為替 

コスト改善 販売費用 
その他 

  

対前年増/(減)    （376） 

(悪化) 

改善 

2016年 
3月期 

原材料価格の
値下げ含む 

為替の内訳、未チェック 
 
日本等で台数減も、新商品/ 
商品改良モデルで収益性向上 
 【為替】 

USドル 
加ドル          
英ポンド 

  (73) 
 (98) 
  (71) 

  (143) 
(142) 

  (121) 

ユーロ 
豪ドル 
その他 
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2017年3月期 通期見通し 
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2017年3月期 グローバル販売台数 

2017年3月期 対前年 対期初公表

(千台) 上期 下期 通期 増/(減) 増/(減)

グローバル販売台数 YOY(%) 台数

日本 93 117 210 (10)% (23)

北米 224 225 449 3% 0

欧州 134 126 260 1% 0

中国 133 126 259 10% 21

その他市場 191 181 372 0% 2

合計 775 775 1,550 1% 0

＜内訳＞

米国 160 165 325 6% 0

オーストラリア 60 61 121 4% 3

ASEAN 54 52 106 5% 0

通期見通しYOY 
見通し 千台 

前期実績 １台当たり 
 

VolumeBACKUPと不整合

部分が発生するので注
意 
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2017年3月期 財務指標 

7月公表

2017年3月期 対前年 対期初公表 2017年3月期

(億円) 上期 下期 通期  増/(減)  増/(減)

売上高 15,463 16,037 31,500 (2,566) (1,300)

営業利益 883 617 1,500 (768) (200)

経常利益 826 724 1,550 (686) (210)

税引前利益 762 678 1,440 (230) (250)

当期純利益 561 439 1,000 (344) (150)

5.7% 3.8% 4.8% (1.9)pts (0.4)pts

EPS (円) 93.8 73.4 167.3 (57.6) (25.1)

為替レート (円)

USドル 105 102 104 (16) (6)

ユーロ 118 114 116 (17) (9)

売上高営業利益率
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2017年3月期 営業利益変動要因 

【為替】 
USドル 
加ドル          
英ポンド 

  (228) 
 (160) 
  (221) 

  (294) 
(230) 
  (97) 

ユーロ 
豪ドル 
その他 

(悪化) 

改善 

(億円) 

台数・構成 

為替 

コスト改善 

販売費用 その他 

対前年増/(減)    (768) 

  

2017年3月期 通期見通し 対前年比較 
 
新商品や商品改良モデル投入
による台数および収益性向上 
 

原材料価格の
値下げ含む 

将来に向けた
開発強化など 

2017年3月期 通期見通し 対前年比較 

(悪化) 

改善 
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1,700  + 10  

(420) 

+ 170  + 10  
+ 30  1,500  

1,000

1,500

2,000

期初 
公表 

 

11月 
公表 

2017年3月期 営業利益変動要因 

【為替】 
USドル 
加ドル          
英ポンド 

【その他】 
将来に向けた研究開発の強化や、 
新工場及び新商品設備に対する 
償却費の増加等 

  (72) 
 (31) 

  (111) 

  (145) 
(92) 
  31 

ユーロ 
豪ドル 
その他 

(悪化) 

改善 
(億円) 

台数・構成 

為替 

コスト改善 販売費用 
その他 

対期初公表増/(減)    (200) 

  

2017年3月期 通期見通し 対期初公表 

A3 

モノ造り革新により新商品や
海外工場でのコスト改善強化 

 
新商品や商品改良モデル投入 

による収益性向上 
 

2017年3月期 通期見通し 対期初公表比較 

(悪化) 

改善 
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主要施策の進捗/今後の取り組み 

構造改革ステージ2 
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構造改革ステージ2 マツダビジネスの収益力 

商品・開発 

• CX-9/CX-4など新型車や、新世代車両運動制御技術を 

搭載した商品改良モデルの開発/投入は順調に進捗 

• 新型ロードスターRFの生産を開始 

• LAショーには新型CX-5を出品予定 

• SKYACTIV GEN2技術開発は計画どおり進捗 

• 電気自動車の技術開発 

• 先進安全技術 i-ACTIVSENSE 進化 

• マツダらしい 

「人が主役の自動運転技術」開発 

構造改革ステージ2 

 SKYACTIV商品群の拡充と継続的進化 

 電動化技術 

 安全・自動運転技術 

新型CX-5イメージ 

新型ロードスターRF 

10/27 プレスリリース後 差替 
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 新商品/商品改良モデルの投入や、ブランド価値向上施策
の強化により、年5万台レベルの台数成長を継続 

 正価販売方針の展開と浸透によりネットレベニュー向上と 

インセンティブを抑制、車両残価を改善 

 トレードサイクルマネジメントによるリテンション率向上への 

取り組みをグローバルに展開 

グローバル販売・ネットワーク強化 構造改革ステージ2 

マツダブランドスペース大阪 GLOBAL MX-5 CUP仕様車 
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 モノ造り革新のグローバル展開によりコスト改善を強化 

 生産拠点間で相互補完を可能にする生産体制を構築 

• 防府工場でのCX-3生産などクロスオーバー系車種の生産 

フレキシビリティ拡大への取り組みは順調な進捗 

• 一括企画の効果を最大限に生かし、拠点間や乗用車・クロスオーバー系 

車種間でのグローバルスイング生産体制を構築 

グローバル生産・コスト改善 構造改革ステージ2 

 構造・機能特性共通化によるモノ造りの更なる進化 

• 最新技術/デザイン/装備をスピーディに全商品へ展開 

• モデルベース開発で、性能/品質/開発効率を大幅改善 

A拠点 

乗用車 

ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ 

B拠点 

乗用車 

ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ 

C拠点 

乗用車 

ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ 

縦Swing 

横Swing 

車種間 

拠点間 

・・・ 

・・・ 
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 着実な台数成長とブランド価値向上で、安定的利益と 

キャッシュフロー創出 

 自己資本比率、純有利子負債などバランスシートを改善 

 研究開発などの成長投資を進めながら財務基盤を強化 

 財務基盤強化にあわせた株主還元 

配当方針：安定的な配当の実現と着実な向上 

財務基盤強化と株主還元 構造改革ステージ2 

自己資本比率 

45%以上 

配当性向 営業利益率 

7%以上 20%以上 

【2019年3月期 目標】 

（USドル120円/ユーロ130円) 

グローバル販売台数 

165万台 

経営指標については為替など事業環境変化をふまえ、適切な時期に見直します 
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添付 
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キャッシュフロー及び純有利子負債 

2016年3月期 2017年3月期 対前期末

(億円) 通期 第2四半期 改善/(悪化)

キャッシュフロー

- 営業

- 投資

- フリーC/F

現金及び現金同等物

純有利子負債

5 / 1* (2)/ (5)* 7 / 7*

37 / 39* 40 / 42* 3 / 3*

(115)

656

808

(121)

686

-

-

-

純有利子負債

自己資本比率

自己資本比率

5,573

(172)

2,628

(1,081)

1,547

5,687

484

% % pts

% % pts

* 劣後特約付ローンの資本性考慮後 
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2017年3月期 

2,443  2,703  
2,305  

2,712  
2,151  

2,560  

2,910  
3,046  

2,846  
2,773  

2,814  2,360  

1,440  

1,838  

1,806  
1,666  

1,541  1,454  

1,267  

1,358  

1,516  1,437  

1,256  1,328  

0

3,000

6,000

9,000 8,588 
8,060 

8,473 
8,945 

7,762 

(億円) 

7,701 

売上高 所在地別 

日本 

北米 

欧州 

その他 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 

2016年3月期 

2Q 

TBD 
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6,935  
7,758  

7,289  7,277  
6,628  6,563  

590  

618  
616  618  

573  574  

535  

569  
568  693  

561  565  

0

3,000

6,000

9,000

(億円) 

7,762 
8,060 

8,945 
8,473 8,588 

7,701 

売上高 製品別 

部品 

その他 

車両・ 
海外生産 
用部品 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 

2017年3月期 2016年3月期 

2Q 

TBD 
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(9)% 

2% 

(11)% 

(14)%

(9)%

(4)%

1%

6%

合計 台数構成 為替 

売上高変動内訳 

国内  (4)% 
海外      6% 

2017年3月期 第2四半期累計 対前年比較 
(億円) 

2017年3月期 15,463  
2016年3月期 17,005 

TBD 
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(14)% 

(2)% 

(12)% 

(18)%

(8)%

2%

12%

合計 台数構成 為替 

売上高変動内訳 

国内  (3)% 
海外      1% 

2017年3月期 第2四半期 対前年比較 
(億円) 

2017年3月期 7,701  
2016年3月期 8,945 

TBD 
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グローバル販売台数及び連結出荷台数 

第2四半期  

2016年 2017年 対前年

(千台) 3月期 3月期 増/(減)

グローバル販売台数 台数 YOY(%)

日本 63 54 (9) (15)%

北米 117 111 (6) (5)%

欧州 70 68 (2) (2)%

中国 52 74 22 43%

その他市場 92 93 1 1%

合計 394 400 6 1%

連結出荷台数

日本 60 49 (11) (20)%

北米 110 95 (15) (13)%

欧州 71 66 (5) (7)%

その他市場 97 99 2 1%

合計 338 309 (29) (9)%

YOY(%） 
未チェック 
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726  

(108) 

(309) 

+ 165  

(2) 

(113) 

359  
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2017年 
3月期 

 

営業利益変動 

(億円) 

台数・構成 

為替 

コスト改善 
販売費用 

その他 

対前年増/(減) (367) 

  

グローバルでの
販売拡大 

【為替】 
USドル 
加ドル          
英ポンド 

  (26) 
 (38) 
  (44) 

  (89) 
(67) 

  (45) 

ユーロ 
豪ドル 
その他 

台数・構成の注釈 

2017年3月期 第2四半期 対前年比較 

(悪化) 

改善 
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為替レート 

通期

2016年 2017年

（円） 3月期 3月期 増/(減)

USドル 120 104 (16)

ユーロ 133 116 (17)

カナダドル 92 80 (12)

オーストラリアドル 89 79 (10)

ポンド 181 136 (45)
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グローバル販売台数及び連結出荷台数 

2017年3月期 対前年 増/(減) 2016年3月期

(千台) 上期 下期 通期 上期 下期 通期

グローバル販売台数

日本 93 117 210 (27) 5 (22)

北米 224 225 449 (9) 20 11

欧州 134 126 260 10 (7) 3

中国 133 126 259 24 0 24

その他市場 191 181 372 13 (13) 0

合計 775 775 1,550 11 5 16

連結出荷台数

日本 88 115 203 (30) 5 (25)

北米 212 232 444 (13) 18 5

欧州 132 121 253 7 (15) (8)

その他市場 190 205 395 12 4 16

合計 622 673 1,295 (24) 12 (12)

※ 2016年3月期 下期・通期は見通し 

期初公表対比は？ 
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369  358  388  394  

550  588  
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主要データ 

 設備投資 

(億円) 

2016年 
3月期 

減価償却費 研究開発費 

2017年 
3月期 

2016年 
3月期 

2017年 
3月期 

2016年 
3月期 

2017年 
3月期 

通期 

2Q
累計 

通期 

2Q 
累計 

通期 

2Q 
累計 

1,050 

790 
830 

1,166 

1,250 

892 
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配当について 

2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 

15 15 
10 

15 
20 

一株当たり配当金の推移 

中間 期末 35 

30 

10 

計画 実績 

1 

注) 2014年8月1日付で普通株式について5株を1株の割合で株式併合を行っております。 
     一株当たり配当金は各年度における実際の配当金額を表しています。 
   

（見通し） 
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将来見通しに関する注意事項 

このプレゼンテーション資料に記載されている、当社の見通し及
び将来の戦略については、今後の世界経済情勢、業界の動
向、為替変動のリスクなど様々な不確定要素が含まれておりま
す。従いまして、実際の当社業績は見通しと大きく異なる結果と
なる場合があることをあらかじめご了承願います。 

 

投資に関する最終決定は、上記の点を踏まえ、投資家の皆様
ご自身の判断で行われるようお願いいたします。当プレゼンテー
ション資料に掲載された情報に基づいて投資された結果、万一
何らかの損害を被られましても、当社および各情報の提供者は
一切責任を負いかねますので、併せてご了承ください。 


